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ＮＥＸＣＯ東日本の営業概要 
～営業延長は３,９４３ｋｍ、建設延長は８５ｋｍ～ 

 

１．営業の状況 

 

（１） 通行台数、料金収入の状況（上半期累計） 

 

  上半期累計 対前年比 対前々年比 

通行台数（千台・日平均） ２，６９７ １０８．８％ ８８．５％ 

料金収入（百万円・税抜）※ ３７０，６８１ １１２．８％ ８６．０％ 

※参考値（速報）のため、料金収入の確定値とは一致しない可能性があります     

 

（２）車種別の走行台キロ（上半期累計） 

対前年同期比 

 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車 合計 

上半期累計 

（対前々年比） 

１１１．４％ 

（７８．８％） 
１０９．３％ 

（７２．７％） 
１０５．２％ 

（９２．６％） 
１０６．４％ 

（９７．１％） 
１１４．６％ 

（７８．１％） 
１０８．７％ 

（７８．３％） 
※高速自動車国道のみ 

 

２．ＥＴＣの利用状況 

 

ＥＴＣ利用率（９月） ＥＴＣ２．０利用率（８月） 

９２．１％ ２７．２％ 
 

【関東地区 主要本線料金所及び路線のＥＴＣ利用率】 

 関越道：新座９４．６％、東北道：浦和９６．０％、常磐道：三郷９５．５％、東関東道：習志野９５．３％ 

 東京湾アクアライン：９８．２％、東京外環道９５．６％ 

 

３．サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の状況 

 

（１）営業施設のあるＳＡ・ＰＡ 

   １９８カ所（ＳＡ：７８、ＰＡ：１２０） 

 

（２）売上高（上半期累計、百万円） 

項目 
売上高 

（上半期累計） 

  

対前年比 対前々年比 

飲食・物販 ３４，０６６ １２０．８％ ６０．３％ 

Ｇ Ｓ ２５，９８３ １３１．３％ ９１．２％ 

合計 ６０，０４９ １２５．１％ ７０．６％ 

※端数処理の関係で合計が合わないことがあります 

 

  

令和３年１０月２７日 

令和３年１０月２７日
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（参考） 

○令和２年４月～令和３年９月における料金収入対前年比の推移（破線は対前々年比） 

 

・R3 年 4～7 月は昨年の反動により対前年比が 100％を超えたものの、 

一昨年同月との比較では 85～95％前後で推移 

・4 度目の緊急事態宣言下となった R3 年 8・9 月は再び前年を下回り、 

対前々年比では 80％前後の水準 


